
京都部部長主題 『意識をもって活動に参画しよう！』
～５５５実現に向けて～

西日本区理事主題 Enjoy Y
,
s life with Consideration! 「思いやりを持ってワイズライフを！」

Share with a smile ―わかち合いは微笑みをもってー
国際会長主題 Be the light of Hope 「希望の灯となろう」
アジア会長主題 Be the light of Hope 「希望の灯となろう」

「さらなる京都部の飛躍に向けて」

第13代京都部長　　藤田　寿男（京都ウイングワイズメンズクラブ）

去る６月21日昼前、08～09期の最終評議会におきまして、ずっしりと重い部旗を山中次期部
長に引き継ぎました。既に引渡しの終わった資料や部長バッチ、そして様々な事業への想いが、
目に見えないけれど、その旗に込められているような気がしてなりませんでした。「やっと終わ
った」と言うのが正直なところです。子どもエコライフチャレンジ事業や部の財政の見直しな
ど、いくつかやり残したと感じているものもありますが、各主査の創意工夫とバイタリティー

溢れる活躍で、ほとんどの事業をやり終えたという達成感が私だけでなく部役員一人一人の胸の内に溢れていること
と思います。各クラブの会長様はじめ、メンバーの方々の大きなご支援とご協力のおかげと心より感謝いたします。
部長主題として掲げました「意識をもって活動に参画しよう」は、一人一人がＹＭＣＡと共にあるということの意

味と、各クラブが展開されている事業の原点に込められた意味をそれぞれがきっちり受け止めてほしいとの思いを言
葉にしたものです。そこにワイズメンズクラブのアイデンティテイーがあると思っています。公式訪問や様々な集会
でそのことを伝えてきたつもりですが、どの程度浸透できたかは判断できません。しかしながら、事業主査の皆さん
が取り組んでこられた様々な事業を通して、少しずつ理解を深められたのではとの感触は得ることができました。
残念ながら副題のメンバー555名の実現はおろか、500の壁突破も遠く及びませんでした。５月末時点の西日本区で

は期首から77名の増となっているのに、京都部では６名しか伸びていないのが現状です。例年６月末に多くの退会者
が出ることを考えるとマイナスさえも覚悟しなければなりません。この点は大きな反省となりますが、それぞれのク
ラブに、一人一人のメンバーに、この１年の取り組みの中で増員に向けての意識が着実に浸透してきたものと確信し
ております。各クラブにはＥＭＣのＣを大切に、結果としてのメンバー増強をお願いしてきました。どのクラブから
もメンバー候補への一層のアプローチや新しい取り組みに向けての一歩を踏み出そうとの感触を得ています。次期に
こそもう一段階、京都部のステップアップが実現しますよう、山中部長のリーダーシップのもとで更なる飛躍を期待
します。
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次期部長 山中　將平
一年前は、まだまだオブザーバー的なノ

ンビリ気分でした。京都部の運営について
いくだけ、次期の構想も「そろそろ考えん
となあ」といったところでした。部長の役
割、京都部の運営や行事を見て、責任の重
さを痛感し、一人で構想を練っていると

「自分に部長が務まるのかなあ」と気が重くなることも多々
ありました。夏になり、書記、会計、そして秋には事業主査
が決定し、次期の準備が本格化。京都部部長としての思いを
皆さんと語り合ううちに、適度に緊張感が増し、テンション
が上っていることを感じました。12月、初めて京都部次期役
員が一堂に集まった時、この仲間が力を出し合えば、一年間
乗り切れるという明るい兆しを感じました。そして、西日本
区次期会長・主査研修会・次期会長会等で次期会長の皆さん
ともお話しをするうち、皆が協力し合えば、京都の各クラブ
が、そして京都部が、「きっと素晴らしい一年になる」と確
信しました。時間の感じ方はその時の状況で随分違うもので
す。年度当初は、重圧や焦りの少し嫌な時間の流れ。夏頃か
ら次期の準備が本格化し、予定表が次々に埋まり、アッとい
う間に日が経ち、準備が進むと７月が待ち遠しく感じました。
次の一年は皆様と共に「充実した時間」を体感したいと思い
ます。

直前京都部部長 新山　兼司
【意識をもって活動に参画しよう！】－

555実現に向けて－
との主題でスタートされた藤田部長が１年
を終え、私はこの１年間直前部長としての
立場で部の運営に参画させて頂きました。
藤田部長を先頭に　キャビネットや主査の

方々が、各クラブの事業や会員増強を側面からサポートする
ことにより、京都部の多くのクラブが素晴らしい結果を得る
ことが出来たと思います。又、西日本区大会での、京都部各
クラブが多くの賞を受賞された事も、この１年間を象徴して
いるようでした。部内においては、京都YMCAと各クラブ
の相互理解をより一層深められ、多くのメンバーが新たな交
流や出会いの場を与えて頂いた事、又、合同例会もたいへん
多く実施されました。各クラブの会長さんはじめ、メンバー
おひとりおひとりの事業活動に対する情熱が、京都部全体の
源であり、各事業が活発に運営されました。この勢いを山中
部長期も引き継いで頂き、更なる前進を図って頂けるものと
確信致します。
最後に、西日本区最大のメンバー数を誇る京都部において、
部の運営に携わり、多くのメンバーと出会い、語り、励まし
合い１年を過ごさせて頂いた事に心より感謝申し上げます。
有難うございました。

監事　大槻　信二
タイトルは、他の役員の皆様と同じく

「一年を振り返って」となっていますが、
私に取りましては、次期部長・現部長・直
前部長そして、今期の監事と４年間の京都
部役員を終えることとなります。この間、
70名の会長様、28名の主査の皆さん、15名

の部長・スタッフの皆様とともに、京都部の運営に携わった
ことになります。時には悩んだ事もありますが、それとても、
一人では無く共に考えてくれる仲間がいました。今となれば
総じて楽しい思い出ばかりです。

この様なふれあい、出会いこそが、ワイズの醍醐味であり
30数年続けてこられた原点であると思います。ワイズでは、
決して「金持ち」にはしてくれませんが、間違い無く「人持
ち」にはしてくれます。ありがたい事です。
豊な気持ちを与えてくれる京都のワイズメンに感謝すると
共に、この様な思いを一人でも多くの人々に経験して頂きた
いと思います。一人でも多くの人にワイズメンになって頂き
ましょう。！　そうすれば555は、夢では無く、通過点です。
その思いを持ちながら、今後も今までとは異なる立場で、京
都部の発展のため、微力ではありますが、努力を続けてまい
ります。ありがとうございました。

Ｙサ・ユース事業主査　上原　　康
かもがわチャリティーランが終了し、ホ

ッと胸を撫で下ろしたと同時に、すべての
Ｙサ事業に参加できた、達成感と充実感を
いま大いに味わっています。今期も多くの
事業が行なわれ、主査という大役を無事に
終える事が出来たのも、藤田部長はじめ京

都部役員の皆様、そして各クラブ会長、Ｙサ委員長の皆様の
ご理解とご協力のお陰と感謝しております。今期の活動方針
の１つとして、京都ＹＭＣＡのリーダー育成への支援を打ち
出し、今回第１回目となるグローバル・コミュニティ・スタ
ディが企画され、２名の野外リーダー清水君と村瀬さんをイ
ンド・ランチのYMCAへ派遣する事が出来ました。２月17
日から24日までの８日間行われた研修で、現地YMCAが取
組むコミュニティワークを学び、京都YMCAの今後の活動
に生かしていただきたいと思っております。
また４月19日に実施いたしましたYYフォーラムでは、イ

ンド・ランチでの海外研修報告と共に、京都YMCAの様々な
リーダー達の日頃の活動報告をしていただき、彼らの素晴ら
しい活動を多くのメンバー皆様に知ってもらい、ワイズと京
都YMCAの協働理解への架け橋になる事を願っております。
今期の活動を通して多くの皆様と出会え、また共に活動し、
本来の奉仕の素晴らしさを再確認させていただき、私にとっ
て大変貴重な一年となりました。心より感謝申し上げます。
これからも引続きＹサ事業への温かいご支援とご協力をよろ
しくお願い致します。

地域奉仕主査　山田　隆之
主題に次世代のために（環境・HIV/AIDS）

を掲げさせて頂き、藤田部長を初め京都部
役員の皆様、また各クラブの会長、委員長
様のお陰で何とか一年間務める事ができ、
大変感謝いたしております。
今期の初めに京都部各クラブの地域奉

仕、環境事業を知るために、懇談会、アンケート調査から活
動を初めました。
各クラブの多彩な事業を知ることで、私自身ワイズメンと
しての誇りを再確認させられました。主査としての抱負にも
書かせて頂きましたが正に、地域奉仕事業は奉仕クラブの根
幹となる活動で、我々の存在意義が問われる事業でした。
また、初めて自クラブを外部から見る事ができ、クラブの大
切さや友情の大事さを改めて見直す事ができ、貴重な経験を
させて頂きました。クラブの輪を大事にし、良いクラブを作
り、安定したクラブ運営をする事が、積極的な奉仕活動を行
うことに繋がる事が実感できました。
今後も京都部地域奉仕・環境事業主査の経験を下にワイズ
メンとして地域奉仕をはじめ、各事業に積極的参加していき
たいと思います、一年間有難うございました。

役員・事業主査 １年を振り返って 
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したし、BF代表が来るとなれば、英語も話せないのに、の
このこついて回って･･･。楽しい時間を過ごし、いろんな経
験ができ、充実した１年になりました。京都部の皆様、ご協
力ありがとうございました。

京都部交流事業主査　森田美都子
よく“若い時の一年は長く、老いてからの
一年は短い”と言われる。それは新しい経
験をするその人物の感激度合に比例するも
のらしい。
私にとってこの一年はときめく初体験の積
み重ねで、とてつもなく長く貴重な日々で

あった。
夏　期が始まってすぐセンチュリークラブ片山コメットのＳ

ＴＥＰに「どうか無事で元気ですばらしい体験をしてき
てほしい」と我が娘を送り出すがごとく一杯の気持ちで
帰国を待ちわびた。報告会でのＤＶＤは大切な思い出と
資料となっている。

秋　今期初のＤＢＣ締結がめいぷるクラブと熊本東クラブで
執り行われた。
同日に行われたトライアングルミーティングに参加し臨
場感ある三国の交流を味わうことができた。

冬　トゥービークラブが韓国の安東クラブからの重鎮メンバ
ーを迎えてのお見合い例会に出席。４月にめでたくＩＢ
Ｃ締結となった意義ある例会参加であった。

春　プリンスクラブが東京サンライズクラブとＤＢＣ締結。
霞ヶ関の高層ビルで赴き異なる締結式に参加できてこれ
又感激の日となった。

６月の西日本区大会の日、史上初であろう京都ウエストを
中心に５クラブのペンタゴン締結式に臨んだ。
そしてこの一年、部長随行の際にはおこがましくも拙い私
のスピーチをお聞きいただいた各クラブメンバーの皆様方に
は、今になって思えばもっと伝えるべき事、もっと求められ
るべき真髄に触れた情報収集をすべき立場ではなかったかと
心残りしきりではある。しかし、役を離れてからこそがこの
一年の経験を実体験に移すべき責務ありと考え、及ばずなが
らこれからも邁進する所存である。
最後に初役員会に土足で踏み込んだ私が、こんなにも毎月
の役員会を心地よく楽しく一年間を終わらせていただけたの
は、偏に藤田部長の強いリーダーシップのもと今期の京都部
役員の全皆様方の温かい度量と懐の深さの賜物と感謝を申し
上げる次第である。
本当に本当にありがとうございました。

広報事業主査　村澤　功三
先ずは、今期の京都部広報事業にご協力

いただきました京都部各クラブ会長並びに
広報事業委員長にお礼と感謝を申し上げま
す。
今期は、部長公式訪問随行での主査スピ

ーチ、京都部ＨＰと京都部広報版の管理及
び利用活用の推進、京都部ＨＰアンケート、地域奉仕事業
｢ワイズデー｣の共同開催、対外向け広報活動アンケート、な
どを実施させていただきました。その中で、各クラブで行わ
れている多くの事業に接し、広報活動の情報をご提供いただ
き、京都部広報に対する厳しくも暖かいご意見を伺う機会な
ど、貴重な経験をすることができました。
しかしながら、そういった１年間の事業活動の中で、広報
事業の改善や新たな試みを実現するに至れませんでしたこと
が反省です。

EMC主査 高田　敏尚
京都部は昨年度に引き続き「京都部555」、
なんとかしてメンバー555人の確保をめざ
してきました。そのため、期首にも「メン
バーの幅をひろげ、楽しいクラブライフの
推進につとめます。Ｅと同時にＣも大切で、
例会の充実、出席率100％をめざします」

という主査方針を掲げました。2008年１月で京都部メンバー
456名でした。09年4月で463名です。ちなみに今期のスター
トは457名でした。
各クラブでは、合同例会の開催や（部内各クラブ）、100人
例会（4月ツゥービークラブ）、150名が参加した恒例となっ
ている森の中の音楽会（３月エイブルクラブ）、ＥＭＣオリ
エンテーションの実施（グローバルクラブ）、ＥＭＣ臨時例
会（京都クラブ）、さらにはメンバー８名の福知山クラブが、
クリスマス祝会（例会）を21名の参加で成功させました。
このように各クラブで部の意向を反映していただき、多彩
な取り組みで新たなメンバーの獲得に尽力していただいたこ
とと思えます。このようなはたらきが、経済状況など厳しい
中で、ドロップを上回る新メンバーの獲得につながったと思
います。
また、EMC委員長交流会を２回行いましたが、やはり、

京都部17クラブが一同に会し、ＥＭＣ方策について意見を交
流することは各クラブの活動やＥＭＣにプラスの方向で、各
クラブのやる気を喚起する意味でもよかったと考えます。最
後に毎月のＥＭＣ集計表を作成していたのですが、やはり勢
いのあるクラブは出席率が高いというのが実感です。ブリテ
ンにも「出席第一」と書かれているクラブが多いですが、例
会に進んで参加する、例会を大切にすることこそがＥＭＣの
第一歩ではないかと思いました。

ファンド事業主査　川嶋　宗男
１年間、BF・EF・JWFの献金にご協力

いただきき、ありがとうございました。
ファンド事業はこの事しかございません

が、その中でも特に使用済み切手の換金に
力を入れ、１年間、「切手きりの川嶋」を
謳い文句にして、部長公式訪問でアピール

してまいりました。
中でも印象に残るのが、みやびクラブの切手整理例会に伺
ったときのことです。たくさんの切手を回収され、8キロも
の切手が換金でき、その結果、西日本区大会でBF特別賞を
受賞されましたことです。京都部のＢＦ主査として大変誇ら
しい出来事でした。
また、BFデリゲートについて少しでも理解いただこうと

企画した報告例会では、昨年のBF代表に来ていただき、ブ
ラジル訪問での珍道中話が聞けました。これをきっかけに、
今後も京都部からBF代表が誕生してほしいと思いました。
そして最後に、アフリカ・ナイジェリアからのBF代表の

来京で、3日間お世話させていただいたことも強烈に印象に
残っています。我が家に１日お泊りいただきましたが、家族
にとっても外国からのお客様は初めて。言葉の壁もさること
ながら、生活習慣、食事の好み、何もかもが初めての経験で、
大変やら、困ったやら･･･。でも、１歳半の息子もすぐに打
ち解け、“Cute Baby！”とかわいがってもらえましたし、
今から思えば楽しい思い出です。貴重な経験ができました。
主題の「楽しもう、ファンド！」は、結果的には私1人が楽
しんでしまったかもしれません。すみません。他の事業主査
が沢山の事業に追われる中、部長公式訪問に同行しては、
「切手切りの川嶋です」と、さまざまなクラブと交流できま

役員・事業主査 １年を振り返って 
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各クラブで実施されている多くの事業は、広報に充分値す
るものです。
また、広報の原点は、ワイズメンひとりひとりが広報版で

あり広報マンであることです。つまり、広報を意識してクラ
ブ事業を行い、ひとりからでもできる広報活動を実践し、さ
らにそれを継続すること、それがワイズの存在と活動を世間
に広く知らしめ認知度を上げることだと強く思いました。こ
の１年間の経験を肝に銘じて、自クラブに戻りますが、ワイ
ズ広報のため微力ですが尽力して参りたいと思っております。
最後に、今期の京都部役員の皆様方、大変お世話になり有
難うございました。

メネット事業主査　松村　智子
メネット事業主査をお引き受けして、不

安や心配のスタートでしたが、皆様の暖か
いご支援のおかげで無事終えることができ
ました。私にとっては全てが初めての経験
でした。メネット主査研修会を皮切りに、
合同メネット会、ワイズデー、今期メネッ

ト事業国内プロジェクトである発達障がいの子ども達への支
援、各クラブへの訪問、他部メネットアワーへの参加等活動
を通して多くの出会いと感動をいただき、改めてワイズの素
晴らしさを実感いたしました。京都部はクラブ数も多く考え
方はさまざまですが、各クラブでメネットの皆様がそれぞれ
の形でメンを応援し、ワイズを支えている姿を拝見し、「やは
り、さすが京都部！」と、とても心強く感じることができま
した。そして、今まで先輩方により引き継がれてきたメネッ
トの思いが、今後も途切れることなく続いていきますように。
最後になりましたが、今期藤田部長のもと、役員の皆様と
共に活動できましたことに深く感謝いたします。この出会い
と感動を忘れずに、今後はもっともっとワイズライフを楽し
んでいきたいと思います。一年間、本当にありがとうござい
ました。

京都部統括連絡主事 加藤　俊明
今年の2月から西岡さんの後を引き継い

で京都部の統括連絡主事（３月までは代行）
を引き受けて京都部の役員会等にも出させ
ていただきました。
年度途中からの統括連絡主事ではあり当

初は様子もよくわからない中でしたが何と
か半期勤めさせていただきました。
先日、熊本ＹＭＣＡのスタッフより電話があり、「熊本Ｙ

ＭＣＡのある会合で今期西日本区の佐藤典子理事が京都のワ
イズメンズクラブの話をされ、京都のワイズはＹＭＣＡのリ
ーダーと一緒に活動する場面が多いとおっしゃったのですが
具体的にどの様なことをしているのですか」という問い合わ
せでした。
佐藤理事はおそらく出席しておられたリトセンでのＹＹフ
ォーラムでのリーダーたちの発表の話をされたのだろうと思
います。
まさに京都のワイズメンズクラブの特徴は、ＹＭＣＡに対
して財政的な援助だけで終わるのでなく、ＹＭＣＡの諸活動
に積極的に関わりリーダー・ボランティアと共に働くワイズ
だと言う事が言えるのでないでしょうか。病気の子ども達へ
のプログラムや、国際協力募金、日本語科の留学生への支援、
発達障がい児への支援プログラムなど今期も多くのプログラ
ムに関わっていただきました。その他様々な支援に対して各
クラブの皆様へ心より御礼申し上げ、併せてその為に調整等
ご尽力いただいた藤田部長をはじめ京都部の皆様に感謝申し

上げます。

書記　谷口　　豊
１年を振り返ってというか実質1年半を

振り返って、今思えば非常に長い1年半に
感じられます。やっと終ったというのが実
感です。
一昨年の秋にスポンサーの藤田部長より

指名を受け、京都部の動きや流れなど何も
分からない状態でスタートしましたが、部役員の皆様や各ク
ラブ会長の皆様の絶大なご協力のお陰で何とか無事やり遂げ
る事が出来ましたことにこころより御礼と感謝申し上げます。
また部長輩出クラブでありますウイングクラブのメンバー
が何かにつけバックアップしていただいたことにも感謝申し
上げます。
この１年、クラブの枠を飛び越え、部役員の皆様、各クラ
ブ会長の皆様や多くのワイズの方々と出会い、また交流が出
来たことによる学びは私にとっては大きな財産になったと思
います。
今後は、この貴重な経験を活かしてワイズの発展に微力な
がら頑張っていきたいと思いますので、今後ともよろしくお
願い申し上げます。

京都部事務局長　中西　康晴
部長主題（意識をもって活動に参画しょ

う）－555－実現に向けて－　を掲げて１
年間アピールをしてきましたが、まことに
１年は速く過ぎました。
500の壁も突破せず残念ですが、想いは

メンバーに伝ったとおもいます。
この1年は、各主査のみなさんが積極的に活動され熱い想

いで各事業を行われメンバーの参加も多く最高でした。その
結果が、京都部の各クラブが西日本区から高い評価をいただ
きました。主査様ご苦労さんでした。
１年を振り返って京都部役員さん、主査さんとおおいに語
りおおいに飲んでワイズしました。
１年があっと言う間でした藤田部長、書記、会計の側で何
もお役に立てずにごめんなさいでも楽しい１年でしたありが
とうございました。

京都部会計　島本　浩晃
京都部の大切なお金を預かって１年が過

ぎようとしています。おかげ様をもちまし
て、今のところ特に大きな問題もなく次期
の会計の方に引継げそうです。これも、各
クラブ会長をはじめ、各クラブのメンバー
の方、京都部の役員の方など皆様のご協力

あってのことと大変感謝しております。
今回、初めて自クラブ以外の役職を拝命しましたが、多く
のワイズメンの方にお会いでき、本当によい機会を与えて頂
いたこと感謝しております。これからも、ワイズメンとして
そして社会の中の一員として今回の経験を生かして生きたい
と思います。一年間本当にありがとうございました。

役員・事業主査 １年を振り返って 
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京都ワイズメンズクラブ会長 金澤　市郎
会長主題は「温故知新」「和衷協働」でした。クラブ

のメンバーに呼びかけるものですが、自分自身にかけ

る言葉でもありました。この１年間も多くのことを学

ばせていただき、これからの活動にも生かして行きた

いと思っています。数多くの事業については、メンバ

ーが協力して楽しく取り組んでもらえたと思っており

ます。

後半の事業については、車いす駅伝の介助支援では、

毎年同じ中継所を担当していると、移動のバス内で選

手の方たちと話すことで顔見知りになることが多くあ

ります。今年は静岡チームの選手との会話で、「富士山

を見ながら練習している」とか「6月で定年を迎える」

など打ち解けた話に発展して、また来年もお会いでき

るのを楽しみにしています。

留学生の卒業記念アルバムの作製は、今年から文集

よりアルバムにウェートをおいて作製してほしいとの

要望をうけ、川柳や寄書きを入れるなど今までとは一

味違ったものが出来上がり留学生に喜んでもらえまし

た。国に帰られて、いい思い出を家族や友人に話し、

YMCAをアピールしてもらえれば、との思いです。

交流事業委員会では、昨年に引続き5月に韓国の大邱

市を訪問。IBCを締結している南大邱クラブとの協働事

業化へ向けた提案を行い、賛同を得、「京都クラブから

具体的な提案を行ってほしい」との依頼を受けました。

この事業はYMCAを通じて両クラブが協働して事業を

行なうもので、次期に向けた交流委員会の大きな柱と

なりました。当日は予定を変更して例会を開催してく

れたので、多くのメンバーとも交流することが出来ま

した。

チャリティーランでは今年もグループランに５チー

ムが出場しました。ワイズメンは２チーム、留学生が

１チーム、国際リーダーが２チームになりました。そ

して屋台では好評のビビンパを提供しました。走るこ

ともビビンパを作るのもみんなで楽しむことが出来ま

した。そして今年も大量のテント、机、椅子などを提

供して下さった公益社・加藤ワイズには大変お世話に

なりました。感謝です。

福知山ワイズメンズクラブ会長 小林　　稔

『活力をクラブライフに』を主題に掲げて、今この一

年を振り返ってみますと、福知山クラブは少数メンバー

ですが団結力、行動力を発揮して大事な事業活動にご協

力を得て全てを無事終えることが出来ましたが、後半期

の目標はメンバーが、心をひとつにして会員増強を目指

して例会の充実を図り楽しい親睦と良きゲストの卓話を

聞く機会に多数の人々を誘い合って取り組んで参りまし

た、後半期を報告致します。

２月のゲストスピーチは〔自然との共生〕と題し福知

山市の母なる川由良川水系の環境問題を、3月は福知山

丹波生活衣館の昔より現代に至る日常生活の衣の移り変

わり、生活の用途によって普段着、仕事着、よそ行き着、

晴れ着と区別をする繊維製品の衣文化を学び、５月は席

上書き初め大会で永年審査指導をお世話になっている先

生に美しい文字の書き方と文字の由来と楽しい書の学び

方、６月は海外22カ国視察旅行をされて外国と日本の生

活慣習の異文化にご苦労された体験談を伺いました。

CS事業活動

新春（１月５日）第44回小中学生席上書き初め大会は全

国でもあまり類の少ない大会で会場にて各学年ごとに課

各クラブ会長 １年を振り返って 
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題を与えて会場で清書をして提出します。重圧と緊張感

の中で真剣な表情で筆を走らせる姿には感動致しました。

５月３日第44回福知山市子ども大会は、市内の22のボ

ランティア団体が参画し、健全な遊び場が失われつつあ

る子ども達に安全でふれあいがあり自主的な遊び場と、

昔懐かしい竹細工の指導で竹馬、竹とんぼ、竹鉄砲など

親子連れで行列ができ好評でした。

この一年クラブの事業は地域に対し広報活動が出来、

メンバーが全員増強に努力していただきましたが私の力

不足で達成できなかった点反省致しております。

京都パレスワイズメンズクラブ会長　田中　一馬
準備期間をいれて約１年半の期間にわたり、クラブ会

長としての職務を遂行してきましたが、この１年半とい

う期間はアッという間に過ぎ去ったなと感じる半面、振

り返るといろいろな場面がたくさん思い出されます。Y

サ事業ではサバエ開設ワークに始まり、国際協力募金、

リトセンオータムフェスタ、夜桜フェスタ、チャリティ

ランとYMCAと楽しく協働できました。地域奉仕環境

事業では、和敬学園への数々のサポート、エコバックの

販売、献血とさまざまな地域奉仕活動を行いました。フ

ァンド事業では恒例のジャガイモ販売、トスファンド、

ネットオークションと多額の奉仕活動資金を獲得できま

した。交流事業では、東京クリーンクラブと台中エバー

グリーンクラブからメンバーの受け入れ、熱海クラブへ

の訪問と、IBC・DBCとの交流を深めました。EMC事

業では５名の新入会員を獲得し、４名の退会者と差引い

て純増１名と不況の中増員することに成功しました。広

報事業では毎月しっかりと中身の濃いブリテンが発行さ

れ、ドライバーも毎回楽しい例会を企画してくれました。

それ以外にも下期からスタートした追加事業検討委員会

では４０周年記念事業の概略が検討され、トゥービーク

ラブ・ウェルクラブとの三クラブ合同例会や三役主催忘

年会、西日本区大会参加とたくさんの事業をこなしまし

た。どの事業も大きなトラブルもなく、しっかりとした

成果が残せたことは会長として本当に喜ばしいことだと

思っておりますが、これは私を除く三役をはじめとする

クラブメンバーの献身的な働きによるもので、会長とい

うのは本当に無力だなと痛感しその職務の難しさを実感

しました。１年間文句も言わず支えていただいた三役の

みなさん、素晴らしい事業の数々をこなしていただいた

メンバーのみなさん、クラブに関わりをもっていただい

たすべてのみなさん本当にありがとうございました。こ

の感謝の気持ちをもって１年間の振り返りといたします。

京都ウエストワイズメンズクラブ会長 山下　太郎

どうにか会長期を無事に終えることが出来ました。今

期は目に見えた変化を付けるという意味で委員会をふた

つにしました。ブリテン、ドライバー、EMC、交流、

広報担当を第１委員会、Yサ、地域奉仕環境、ファンド

を第２委員会担当とし全員がいろんな事業に携わるよう

にしたつもりですが、上手く機能したかどうかには少々

疑問点が残るところです。ただ例年に比べて委員会が毎

月確実に開催されたのは間違いないと自負しておりま

す。２名の委員長様には大変負担の残る１年であったの

ではないでしょうか。ご苦労様でした。

「会長をやらないとわからない事が沢山あるよ」とよ

く耳にしますが、まさにその通りで貴重な体験を積むこ

とが出来た１年だったと思います。仕事柄土日の行事に

あまり参加することが出来ない事もあり、会長になって

各クラブ会長 １年を振り返って 



－7－

初めて参加する行事もあったほどです。歴史のあるクラ

ブほどそうだと思うのですが、ウエストクラブも毎年の

行事を例年通りこなしている感があります。そこで少な

くともサポート先の顔を知ろうという意味で平安徳義会

の先生方とも幾度か飲み会を企画したり、リーダーとの

交流もリトセンでの一泊例会などを開催しました。

YMCAで挨拶が出来るリーダーが出来たのが本当に良

かったと思います。

そして西日本区大会で表彰を頂きましたが今期は台湾

でIBCトライアングルキャンプ、三田でDBCの交流、そ

して西連合として５クラブのDBC締結を熊本で行う等

交流事業が活発に行われた年となりました。これにより

他クラブとの交流をあまり持っていなかった私としまし

ては、一気にワイズの友人が沢山増えこれからのクラブ

ライフの源になるように思います。

いよいよ次期は30周年を迎えるわけですが、企業でも

30年継続することが出来るのは数％といわれます。新陳

代謝を計りながら新たなスタートが切れますよう直前会

長として関わっていく所存です。本当に１年間ありがと

うございました。

京都めいぷるワイズメンズクラブ会長 松尾　隆正

この一年を振り返ってまず、25周年記念例会と事業の

成功、特に熊本ひがしクラブとのＤＢＣ締結に全力を注

いだ上半期と、ボランティアクラブとして活発に活動し

た下半期とバランスの取れた事業を展開出来たと思うの

と反面、もっとやれたのではないかと思う事も有り、あ

っと言う間に終わった一年でした。

今期は“未来に向かってパス”という主題を掲げ30周

年・50周年へとパスを繋ぐ事が今のクラブにとって大事

な事だと位置付けて活動しました、７月のサバエのワー

クから始まり、９月には京都部部会で会長がクローズア

ップされステージに上がりっ放しで気疲れしたように記

憶しています。

11月には周年記念例会や、ワイズデーをはじめ様々な

行事に参加し、12月にはプリンス・トップス・ウェル各

クラブとの4クラブ合同クリスマス例会で他クラブとの

交流を深めました。

年が明けると、車椅子駅伝、毎年恒例の市民センター

のさくら祭り、リトセン夜桜フェスタ、かもがわチャリ

ティーランと毎月の様にボランティアクラブらしい奉仕

が出来た事に充実感を覚えています。

そして、熊本で行われた西日本区大会はＤＢＣ締結を

した熊本ひがしクラブも大会運営をされて忙しい中でし

たが時間を作って頂き、有意義な交流が出来た事を感謝

しています。

最後に、１年間会長をさせて頂いたメンバーとメネッ

トの皆さんには心から感謝申し上げます。そして同期の

会長さんや京都部の方々西日本区役員の皆様にも心から

感謝申し上げます。

次期、そして未来に向けて良いパスを繋げたと確信し

ております。ありがとうございました。

京都キャピタルワイズメンズクラブ会長 香山　章治
京都キャピタルクラブの25周年という記念すべき期

に会長という大役をさせていただき、私みたいな者が

本当に務まるのだろうか？と不安いっぱいの気持ちで

スタートしました。それからまもなく一年が経とうと

しております。今期は、クラブにとっても特別な一年

であったことは言うまでもなく、メンバー全員のその

思いがしっかりと詰まった一年だったと思います。

2008年11月１日に開かれた２５周年記念例会は、メン

各クラブ会長 １年を振り返って 
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バー全員が充実感満点のうちに終えられたと思います。

当日はもちろんのこと、今振り返りますとその日を迎

えるまでの準備過程の中により強い思い出が残ります。

その準備過程の中にこそ、本当の意味でのキャピタル

らしさがあったのではないかと思います。とにかく、

メンバー･メネットの皆さんに支えられながらなんとか

次期瀬本会長にバトンタッチができそうです。いろい

ろと大変なこともありましたが、とても愉快なことも

あり、この一年の思い出は私の人生の中に、しっかり

と刻み込まれることでしょう。こんなに素晴らしい記

念すべき期に会長をさせていただき、改めて感謝申し

上げます。また、クラブメンバーの方々とより深くつ

ながることもできましたし、他クラブの会長様をはじ

め、部長及び役員の方々など多くのワイズメンと知り

合いになれたことに感謝し、また自分自身数々の失敗

をしましたが、その分多くの自己研鑽ができたと思い

ます。このことを自分自身の財産として、またクラブ

のため、ワイズのため、そして自分自身のためにこれ

からも前進してまいりたいと思います。そして、京都

キャピタルワイズメンズクラブは、2010～2011年の西

日本区大会のホストクラブとして代議委員会にて正式

に承認されました。次期、次々期と今期以上にクラブ

が一つになり、西日本区大会に向けて盛り上がってい

かねばならないと思います。京都部のワイズメンの皆

さま、ご協力の程、どうぞ宜しくお願いいたします。

京都プリンスワイズメンズクラブ会長 廣井　武司

2008年7月4日から６日までIBC締結している台湾台中

エバーモアクラブ訪問からスタートをきりました。

メンバー、メネット12名での20周年のお祝いへの参加、

大いに国際交流を深めてきました。

そして本年2009年4月25日、夢であった東京サンライ

ズクラブとのDBC締結式を東京霞ヶ関ビルの33階で東

西日本区理事、交流主任、交流主査の立会いのもと無事

終えることができました。IBCに始まりDBCで一年が過

ぎました。これらのプログラムでクラブのメンバーに刺

激を与えて、意識の活性化を図ったのですが、その成果

はまだ先にならないと見えてこないかもしれません。し

かし何かが変わりつつあることは確かです。

今期の主たる目標であったメンバー増強については新

しい会員を迎えたにもかかわらず、退会者がでてしまい

実質会員減少という結果になり、残念でなりません。

多くの退会者のその理由を考える時、もしかしたら防

げたのではと感じることが多くあります。今後の課題と

なりました。会員増強に全く無関心であっては真実がみ

えなくなってしまいます。5年後、10年後を見据えての

クラブの姿をみんなで考える必要を感じた一年でもあり

ました。

そして、最後まで共に行動してくれた全メンバーに感

謝しています。

京都センチュリーワイズメンズクラブ会長 赤松　悦治
ワイズ暦も浅く経験も乏しい私がクラブ会長を拝命し

て当初非常に緊張していたのを思い出します。まああま

り難しく考えず楽しいクラブ作りをしよう、楽しければ

人も集まる、そういう思いでスタートいたしました。一

方、今一度原点に立ち返り意識を喚起するため委員会に

ついても各委員長が責任を持って企画運営することと

し、より多くの参加を得る事が出来ました。また今期は

各クラブ会長 １年を振り返って 



－9－

西日本区のユース短期事業の一つとして我がクラブの片

山コメットがステップ生としてカナダを訪問いたしまし

た。このことは我がクラブにとっても記念すべき記憶に

残るものとなりました。事業主任をはじめご尽力いただ

きました皆様にあらためてお礼申し上げます。

何よりも私自身今期のサブテーマ「参加しよう。楽し

もう。広げよう」を実践する中でより多くのメンバーの

皆様と接し交流が出来たこと、経験したことは私にとっ

てプラスとなり楽しむ事が出来ました。感謝いたします。

センチュリークラブは少人数のクラブですが今後とも団

結力を持って共に行動しワイズライフを楽しみたいと思

っています。最後になりましたが京都部の皆様、各クラ

ブの会長様にはこの一年間お世話になりありがとうござ

いました。これからも宜しくお願い致します。

京都ウイングワイズメンズクラブ会長 今村　隆宏

感動の瞬間！！『京都ウイングクラブ』佐藤典子西日

本区理事にコールをして頂いたあの日、あの瞬間は一生

忘れる事はないだろう。

西日本区最優秀クラブ賞という名誉ある賞をいただ

き、本当に感謝の気持ちで一杯です。賞を頂くことを目

標に一年間活動をしていた訳でもないのにどうして？と

想いながら一年間を振り返ってみよう。

ウイングクラブの22期の標語は《心から親睦、そして

団結》。クラブに入会された理由はメンバー全て同じで

はなく、ベテランの方も入会して間もない方もいる中で、

どうしてクラブがまとまり、団結力が出るのかを考えて

いた。私が各委員長を選任する時、入会して間もない方

やクラブの活動にあまり参加されていない方を先ず選ん

だ。共に勉強し各委員長が助け合い、事業に参加する事

から何かが始まる。YMCAや地域奉仕・環境に関する

活動も多く、7月からほぼ毎週、週末はワイズの事業に

費やしていく中で、スタートから新しい風が吹いた。そ

れは、今まで参加してなかつたメンバーが参加してくれ

るようなった。夏のワークは辛く、猛暑でクタクタにな

ってもできるだけ打ち上げは欠かさず、最後は美味しい

お酒で楽しく終わる。各事業の意味をもっと把握して参

加するべきという、厳しい意見もありながらもメンバー

は本当に協力的でした。京都部会のホストといいう大き

な役割も、メンバー、メネットの団結で大成功に終えた。

IBC事業もコメットの韓国金浦クラブメンバー宅へホー

ムステイをし、又金浦クラブの記念例会に17名が訪韓し、

活発な交流ができ親睦が深められた。各事業を振り返る

と紙面が足りないので止めておきますが、とにかく藤田

部長を輩出しているクラブとして、意味のある活動をし

て、報告は正確にする事を意識した。ウイングクラブの

バランスが評価されたのだと思う。最後に正直に言いま

すが、こんなに感動を一杯貰えるならもう一度会長をや

りたい。色々あつたけれど、こんなに思い出が作れた一

年は人生で初めてです。ウイングの皆さん本当にありが

とう。感謝！感謝！この経験をこれからのワイズの活動

に生かして行こうと思います。もう一度言います･･お疲

れ様、本当にありがとう。

京都洛中ワイズメンズクラブ会長 荒木　恒夫
つい先日、今期の抱負とか、目標とかを書いた様な気

がします。が、今向かいあっている原稿用紙の表題が、

「一年を振り返って」とは、驚きです。私は振り返った

りしません、前を向いて進むだけです。なんて事を言っ

ても、やっぱりこの原稿は書かなければならないし…。

昨年度は、20周年の節目の年で、次期は京都部部会ホ

各クラブ会長 １年を振り返って 
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ストだから今期は谷間で地味に次期へ向けて体力温存な

どと、事有る度に声高々に唱え、あたり障りのない一年

になんて考えがふと頭の中をよぎった事も。でも、メン

バーの皆様のお蔭で、予定通りの事業の遂行と、成果、

沢山の思い出を残すことが出来ました。中でも一番記憶

に残るのはやはり、サポートさせて頂いている養護施設

つばさ園の子供達とのふれあいです。昨年は20周年記念

事業の一つとして、園児の皆さんを、潮干狩りに招待し

ました。その為に、夏休みのサバエキャンプ場招待のプ

ログラムを無くしたのですが、沢山の園児から楽しみに

してたのに…との声が聞かれ申し訳ない思いで一杯でし

た。今年度の行事で会う度に、今年は絶対琵琶湖に連れ

てやぁ・キャンプあるんかぁ・カヌー乗せてぇな……な

ど小さな子供達の生の声が、ズンと胸に突き刺さります。

夏の花火、秋のリトセンオータムフェスタ、冬のボーリ

ング大会、初夏の嵐山クリーン作戦と、何度もご一緒す

る機会が有りますが、会う度に成長の跡が見られ感動し

ます。これだけの事にこれほど喜んでもらえるのかとか、

そんなに楽しいのかとか、何か我々が既に忘れてしまっ

た感動を思い起こさせてくれたり、逆にパワーを頂いた

りして喜んでいます。嵐山で清掃奉仕を手伝ってくれた

子供達と、これからは毎年忘れないで必ずサバエに一緒

に行く事を約束して別れました。

京都エイブルワイズメンズクラブ会長 村田　信也

今年度のテーマ「私が手本と言える行動をしよう」副

題を－今を生きる証として－としましたが、確実に実現

できた年だったと思います。

私達には無駄に過ごせる時間は何もありません。そん

な中で奉仕活動をするにあたり、誰かに強制されること

なく自らの意志によって進んで活動をするのですから、

それは自らの理想とする行動でなければなりません。

多数の奉仕活動がありますが、許す限りの時間と労力

を惜しみなく費やして、諸活動に対して自ら行動を起こ

していただけましたので、まさに今を生きた証として残

せた事と思います。

それはまさに自らが手本となり次代へ受け継ぐべき行

動だったと言えるのではないでしょうか。

我がエイブルクラブは、残念ながらとても少人数のク

ラブになっています。でも多人数の会員が在籍していた

時代よりも多くの奉仕活動が出来ました。それが実現で

きましたのは、１人１人の前向きな強い意志と高い理想

があるからだと思います。

エイブルクラブは1委員会1委員長体勢になっているの

ですが、委員長がリーダーシップを取って活動している

からこそ、その委員会で必要とされている事業が全うさ

れ、そしてクラブ全体が前進して行けました。

今年度会長職をさせていただきましたが、私が何かを

お願いすると言うよりは、会員自らの意志によって行動

力を発揮していただき、この一年間の事業が全うするこ

とが出来ました事に、全ての委員長、全ての役員、そし

て全ての会員に厚く感謝申し上げます。

最後に京都部の役員の皆様には、多数のご指導とご助

言を賜りましたことに厚くお礼申し上げます。

特に京都部書記谷口様には手取り足取りのご指導に改

めて感謝申し上げます。

京都グローバルワイズメンズクラブ会長 紺谷　昌丘
会長主題に「新たな行動　みんなの力が最大の力　未

来へ」を掲げスタートしました。グローバルクラブも16

期となり、「国際CS委員会」を立ち上げました。世界に

目を向けあらたな行動を目指します。15周年ではカンボ

ジアに小学校を建設し、16期から新たな目標を20周年に

向けて準備していきます。メンバー数も55名になり、新

しいメンバーの方たちと一緒に国際CS委員会を開催し

ました。たくさんの意見を頂きましたが、今期ではまと

まらず。次期に申し送ることになりました。例会、事業

をふり返って見ると、いろんな事が目に浮かびます。各

委員会の皆様にも本当に協力していただいて感謝を申し

上げます。特に地域奉仕・環境委員会の皆様には、我が

クラブがサポートしている社会福祉法人修光学園の生徒

各クラブ会長 １年を振り返って 
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さんと、ご家族91名をご招待して、５月第一例会（ふれ

あい例会）を花背山の家で開会したことです。クラブ事

業としては最大のイベントです。皆様のご協力本当に感

謝いたします。

最後に三役・各事業委員長・委員の皆様のご協力によ

り、すべての事業が無事終わりました事を感謝したいと

思います。この一年間の経験を活かしワイズの心を大切

にしたいと思います。今後とも宜しくお願いいたします。

一年間、ありがとうございました。

京都みやびワイズメンズクラブ会長 北村　栄司郎
昨年のキックオフ例会で始まった１年間の数々の例

会、リトセン準備ワーク、サバエ開設ワーク、鴨川納涼

（鴨川を美しくする会）協力、京都部部会、今回までに

12回おこなわれていますが覚えのあるかぎりではこの様

な部会ははじめて印象に残る部会でした。鴨川合同クリ

ーンハイク京の都中心に流れる鴨川クリーンハイク約

1,300に近いボランティアが一斉清掃。クラブ活動資金

となるじゃがいも集配、京都部ワイズデー国際協力街頭

募金。毎年１月親クラブ（京都ウエスト）兄弟クラブ

（京都洛中クラブ）京都みやび３クラブ合同新年例会。

毎年ＤＢＣ熊本むさしクラブと交流２日間にかけて熊本

黒川温泉「優彩」NO1旅館で例会。３つの大浴場と２つ

の露天風呂あり楽しいDBC例会でした。次回みやびク

ラブが当番とか。

２月TOF例会、毎年切手の整理。当日川嶋京都部

BF・ファンド事業主査の出席もあって正式な切手整理

説明。

第６回目発達障がい児理解セミナー「こども未来館」

で開催。2名の講師を迎えてのセミナー講師岡田俊氏京

都大学医学部付属病院、講師小谷裕実氏皇学館大学社会

福祉学部教授、小児科医、西日本区メネット事業主任田

上メネット、京都部藤田部長、京都部メネット事業主査

松村メネット、ワイズメネット、他一般参加約140名の

出席。

会場も満席、第6回目セミナーとあって評価も高く西

日本区大会でメネット事業最優秀クラブ受賞、クラブと

しては初めての受賞とあって大いににぎわいました。

BF部門ではBF特別賞・BF100%達成賞も受賞。

みやびクラブのメンバー、メネットの協力誠にありが

とうございました。

京都トップスワイズメンズクラブ会長 平間　正昭

エマニュエル・トッドというフランスの学者が記した

『最後の転落』という旧ソビエト連邦の崩壊を予測した

本があります。国が崩壊していく過程を乳児死亡率から

危機を予言し1976年に出版された本です。事実15年後ソ

ビエト連邦は崩壊に至ります。この本の中で社会の中で

もっとも弱い立場の乳児が死亡する率が上ってくるとそ

各クラブ会長 １年を振り返って 
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の国家は崩壊すると述べておりますが、乳児死亡率が高

いと言うことは幼児の死亡率も高いと言うことでしょ

う。父母や地域社会、国家が子供にカマってやれるほど

の余裕がなくなってしまうと言うことでしょうか？　

我々が子供に対してしてやれることは、子供を守り、

育て立派な社会人として送り出してあげることが一番な

のでしょうが、私はこうも考えます。それは、子供たち

が興味のあること、夢中になれること、一生を通して好

きでいられる事を見つけて欲しいのです。それは学問で

も、技術でも、人に接する事でも、社会に対して向き合

えるものであればなんでも良いと思っていますが、それ

を手助けし、子供たちが持っている才能を見つけて延ば

してやりそれを信じてやること、その事が子供達が自分

自身で将来を決定するまでの時間を、ニュートラルな状

態においてあげることがスゴク大切だと思い始めていま

す。 今期、Ｙサアワー例会や、リトリートセンターに

おけるワイワイフォーラムにおいてリーダーの皆さんの

お話を聞く機会があり、彼らの活躍を肌で感じることが

出来ました。人という動物の中で今は一番弱い立場の人

間である少年少女たちの可能性を信じ育んでいるリーダ

ー諸君の大きな役割に感動しましたし、この国は色々な

問題を抱えてはいますが、彼らのような若者がこんなに

多くいるなら日本はまだまだ大丈夫だと思うようになり

ました。少年達を見守り引っ張っていくリーダーの皆さ

ん。そのリーダーを育てるＹＭＣＡ職員。そして我々ワ

イズの力。ここには社会関係資本の雛形があるのではな

いでしょうか！　教育とは国力其の物です。若い力を信

じて我がトップスはこれからも微力ではありますがＹＭ

ＣＡに貢献していきたいと思います。会長職について知

りえた大きな収穫でした。メンバー諸君、各クラブの会

長さん１年間本当にありがとうございました。

京都トゥービーワイズメンズクラブ会長 伊藤　　剛
キーワードは『ヒト』～人から人へ伝えよう、広げよ

う！～　を会長主題に掲げたトゥービークラブの13期、

人との新たな出会い・関わり、人に対する気遣い・心遣

いを大切に考えてまいりました。

EMCでは、メンバー増強の目標は達成出来ませんで

したが、3名の新メンバーを迎える事ができ、クラブの

活性化に大きく繋がりました。

交流事業では、前期からIBC締結の検討を重ねてきた

韓国安東クラブのメンバーを例会に招待、5月には釜山

ロッテホテルで開かれた韓国東部地区大会の別室にて約

100名の関係者が集まる中、締結式が執り行われました。

今後の新たな交流に多いに期待しているところです。

また、ブラザークラブである大阪なかのしまクラブと

もお互いに積極的に例会情報を交換し、相互の例会を訪

問しました。

熊本での第12回西日本区大会は、こちらもブラザーク

ラブの熊本ジェーンズが大会をホストをされ、トゥービ

ークラブからはメンバー・メネット合わせて19名が参

加。二日間にわたって多くの方々と有意義な時間を過ご

させて頂きました。

以上のように、この一年間、本当に多くの『人』と出

会い、交流の時間をもてた事に感謝すると共に、この経

験を家庭や職場、そして今後のワイズ活動に大いに役立

てて行きたいと思います。

一年間どうもありがとうございました。

京都東稜ワイズメンズクラブ会長 高間　正夫

各クラブ会長 １年を振り返って 
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昨年７月会長を引き受けてから早いもので第五期会長

を無事終える事が出来ました。

昨年三月会長研修会の時は不安でしたが、前会長始め

多くの方の御助言を戴き乍今期テーマ｢規律有る楽しい

クラブライフ｣ドライバー委員長の下｢落語の歴史文化に

ついて｣｢五環生活のすすめ｣等の講演｢会員の手作り料

理｣のクリスマス例会等楽しい充実した例会を持ち多数

のゲストを迎える事かできました。Ｙサ委員会では国際

協力募金・オ‐タムフエスタ・チャリティ－マラソン等

参加を戴きました｡地域環境委員会では､クリーン例会中

心に｢てんとう虫マラソン｣「あしなが育英会」等多数の

ボランテァに参加し今後も地域と密着した行事に定着出

来れば良いと願ってます。

ＥＭＣ委員会では一泊旅行も実行し親睦を深め楽しい

時間を過ごす事が出来そして今期二名来期一名計三名新

しいクラブ会員を迎える事が出来ました｡ファンド委員

では｢ジャガイモ・タンカン・とうもろこし・その他｣協

力購入有難うございました。

この一年無我夢中で走って来ましたが、力不足だった

かなと感じて居ります。只人との繋がりを強く感じる一

年でした｡来期会長のテ－マ｢絆｣で新しいクラブを作っ

て戴きたと思います。最後に三役及び各委員には頑張つ

て戴き有難うございます。

京都ウェルワイズメンズクラブ会長 永井　　剛
皆様、１年間本当に有難うございました。クラブ内外

に多くの方々にご協力を頂き、なんとか１年間無事に終

えることができました。皆様への感謝の気持ちでいっぱ

いです。

今期は、メンバーに会員増強の必要性を肌で感じても

らおうと上半期を中心に例会２４回の内８回を合同例会

としました。ご協力を頂いた多くのクラブの皆さんにこ

の場をお借りして御礼申し上げます。やはりたくさんの

メンバーでの例会には華があります。ただ、当初私が考

えていた、個々が責任感を持って会員増強へのステップ

を踏むところまで、届かなかったことについては、大い

に責任を感じ、猛省致しております。

さて、ウェルクラブでは今期ＥＭＣ委員長の発案によ

りお誕生日会を４回実施しました。例会のＨＢとはまた

違い良い企画でありましたし、次期以降も続いて行けば

と期待しております。Ｙサ事業では、炎の委員長のもと

リーダー研修例会をはじめ多くの火に油を注ぐＹサ事業

が実現できたと思います。今後も、この灯を消すこと無

く、Ｙサ事業に果敢に挑戦できるウェルクラブであって

欲しいと思います。ブリテンについては委員長を中心に

マイホビーなど賑やかな誌面作りにご尽力を頂き、毎月

発刊できたことを誇りに思っていますし、地味ながらコ

ツコツと積み上げて目標額を達成されたファンド事業委

員長にも感謝しています。また、ドライバーについては、

例会担当制によりドライバー任せにせず、最後まで全員

で例会運営できたことに、メンバーにはしんどい思いを

して頂きましたが、私は達成感を感じています。

また、今期はファンド主査に川嶋ワイズを輩出させて

頂きました。ナイジェリアからのＢＦ代表の受け入れ責

任者として、ご家族共々大忙しの思いをして頂いたこと

に敬意を表します。

最後になりましたが、ウェルは次期５周年を迎えます。

この節目を目前にして、もっともっと誇れるクラブとな

れるよう、全員で日々精進していきたいと思います。１

年間有難うございました。

各クラブ会長 １年を振り返って 
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日　付 行事・事務作業・関連行事等 

行事・事務作業・関連行事等 

今期京都部関連活動一覧 
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